現場福音化メッセージ
２８ クリスチャンの戦いと武具  エペソ6:10～18
神様は聖徒を救われただけではなく、勝利の道も備えられた。
聖徒が立ち向かうべき戦いはどのいうものなのか。
そして、勝利のためには、どのように備えるべきなのか。
１．私たちの戦いの相手
　(1)神のすべての武具を身につけるべき理由(エペソ6:11～13)
　(2)私たちの敵はだれなのか
　　①ヤコブ4:4
　　②ガラテヤ5:17
　　③Ⅰペテロ5:8
　(3)どのように立ち向かうべきなのか
　　①ローマ12:2
　　②ガラテヤ5:16
　　③ヤコブ4:7
２．敵は私たちのことをよく知っているので、戦いの前も、戦いに出た時も、絶えず備えていなければならない。
　(1)防衛のための武具5つ(14～17節)
　　かぶと(頭)、胸当て(胸)、帯(腰)、靴(足)、大盾
　　①救いのかぶと－キリストの愛と確信や感激、その価値を知ること
　　②正義の胸当て－キリストの愛と力を知り感激すること
　　③真理の帯－聖徒のための真理の約束
　　④福音の備え－キリストの愛を伝えること
　　⑤信仰の大盾－すべての攻撃を防ぐ手段
　(2)攻撃のための武具2つ
　　①みことば－サタンや世に勝てる剣である、絶えず持っていなければならない
　　②祈り－警備、見張りの役割である、聖霊によって絶えず祈るべきである
　(3)結論－七つの武具をまとめてみると
　　救いの確信、キリストへの感激、真理の約束、思い煩いに勝てる信仰、勝利のみことば、祈りを身につけることである。
